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12週において再評価を行ったところ収縮期血圧（140.8±17.4 vs. 127.6±8.1, P<0.05）、
血漿アルドステロン濃度（32.8±22.8 vs. 14.7±10.9 ng/dl, P<0.05）、アルドステロ
ンレニン活性比（122.0±79.5 vs. 22.7±25.4, P<0.01）の有意な改善が認められ、FMD
（3.6±2.0 vs. 5.0±2.5 %, P<0.005）においても有意な改善がみられ、ROCK活性（1.42
±0.62 vs. 1.09±0.41 %, P=0.02）においても有意な減少が認められた。腺腫群では、
特発性群に比し血管内皮機能が障害され、ROCK活性が上昇しており、将来的な心血管イ
ベント発症リスクが高い可能性が考えられた。 
